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当社は、2020 年 3 月 31 日開催の取締役会において、以下の通り、株式会社ユニペック

（以下、「ユニペック」といいます。）の発行済株式の全部を取得し、同社を子会社化するこ

とについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．株式取得の理由 

 ユニペックは 1976年に設立され、ピグ工法・ショットラン工法をメインにプラント

内配管・熱交換器・加熱炉ボイラー・反応炉等の内外面洗浄工事を長年に渡り手掛けて

おり、高い技術力と信用を持った老舗企業です。  

 当社グループは「特化した技術と高いサービスを持って社会に貢献し、最良のグルー

プとなることをめざす」を企業理念として、更に「切る」「はつる」「洗う」「剥がす」

「削る」という 5つのキーワードに関した事業を展開しております。 

 ユニペックの展開する事業領域が 5 つのキーワードに合致する上、ユニペックの築

き上げてきた特化した技術と高いサービス、それを支える人材が、当社グループの中核

事業の補完・強化に繋がるものと確信し、事業承継に応じる判断となりました。 

 ユニペックの手掛ける事業領域は、「洗う」「剥がす」「削る」をピグ工法・ショット

ラン工法にて実現しており、本工法は当社では手掛けていない工法となることから、当

社グループにとって 5 つのキーワードを軸にした事業領域の拡大に繋がるものと考え

ております。また、ユニペックは各種プラントを軸に展開を行っていることから、当社

の展開する産業インフラ部門の強化にも繋がるものと考えております。 

 当社グループの最重要課題である人材育成および働く環境の改善を、引き続き着実

に実現していくことにより、中核事業をより強化し収益力の拡大を図ります。 

 

２．異動の方法 

当社は、株主からの譲受により発行する普通株式 20,000株を引き受けることにより

ユニペックを連結子会社とします。 



３．異動する子会社の概要 

（１）名称 株式会社ユニペック 

（２）所在地 神戸市東灘区住吉本町 2丁目 10番 40号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 前川 智美 

（４）事業内容 プラント配管等内外面洗浄及び洗浄用機器製造及び販売 

（５）資本金 12,000千円 

（６）設立年月日 1976年 9月 9日 

（７）大株主及び持株比率 
前川 芳暉（72.0％） 

他７名（28.0％） 

（８）上場会社と当該会社との

関係等 

当社と当該会社との間には記載すべき特別な関係はありませ

ん。 

（９）当該会社の最近 3年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 

総資産 165百万円 202百万円 181百万円 

純資産 52百万円 102百万円 121百万円 

1株当たり純資産 2,603円 5,113円 6,051円 

売上高 197百万円 349百万円 238百万円 

営業利益 30百万円 68百万円 20百万円 

経常利益 41百万円 71百万円 39百万円 

当期純利益 5百万円 49百万円 28百万円 

1株当たり当期純利益 258円 2,480円 1,437円 

1株当たり配当金 50円 0円 500円 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式数の状況 

（１）異動前の所有株式数 －株 

（２）取得株式数 20,000株 

（３）取得価額 

株式会社ユニペックの普通株式 

       1株につき 11,000円、総額 220,000,000円 

アドバイザリー費用等           25,563,100円 

合計                   245,563,100円 

（４）異動後の所有株式数 20,000株（所有割合：100.0％） 

 

  



５．日程 

（１）取締役会決議日 2020年 3月 31日 

（２）契約締結日 2020年 3月 31日 

（３）払込期日 2020年 4月 14日(予定) 

 

６．今後の見通し 

子会社化に伴う当期連結業績に及ぼす影響は軽微であります。また、翌期以降の業績

予想につきましては、見通しが明らかになり次第、開示いたします。 

 


